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第８回総務常任委員会会議記録 

開 閉 会 
日   時 

 平成２６年９月１６日（火曜）   午後１時３０分 開会 
 休憩 13:41－14:00 14:05－14:15 14:35‐14:36 15:05－15:06 
                  午後３時０７分 閉会 

  
会議場所  役場３階 第１委員会室 

出席委員  
氏   名 

委員長  藤森善一郎 委員   中野 武彦 議長 広瀬 重雄 
副委員長 青木 定之   
委員   梅津 伸子   
委員   西尾 一則   

欠席委員  
氏   名 

   
   

説明等に  
出席した  
者の氏名  

総務課長 紺野  裕 水道課長 白木雅博 建築係長 橋本直樹 
課長補佐 二瓶 浩之 公園緑地係長 村上大助 建設係 佐々木浩二 
契約管財係長 中島広貴 管理係長 谷口利幸 社会教育課長 木村敦彦

スポーツ振興係長  土田雅敏   
事務局職員 事務局長 西科 純 次長    剣持和裕  
『会議に付した事件と会議結果など』 
１ 開 会 
２ 議 件 
（１）審査事項 

ア 「義務教育費国庫負担制度堅持・負担率２分の１への復元、「30 人以下学級」

の実現をめざす教職員定数改善、就学保障充実など 2015 年度国家予算編成に

おける教育予算確保・拡充に向けた意見書」の提出を求める陳情  資料１ 

（２）協議事項 
ア 平成２６年度建設工事の発注状況について            資料２ 
イ 芽室町温水プール改修調査報告について             資料３  

３ その他 
（１） 次回委員会の開催日程について 
（２） その他 
４ 閉 会 
                                        
２ 議 件（１）審査事項 

ア 「義務教育費国庫負担制度堅持・負担率２分の１への復元、「30 人以下学級」

の実現をめざす教職員 定数改善、就学保障充実など 2015 年度国家予算編成

における教育予算確保・拡充に向けた意見書」の提出を求める陳情 資料１ 
    ・藤森委員長から説明。 
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討論 
    ・中野委員： 賛成。前回の参考人の話では、社会状況の変化により学校はきめ

細やかにする必要があると述べられた。分かりやすく、意味深い内容であった。

大規模校とは異なり、コミュニケーションを細かく取れること、つまずきのある

児童・生徒に対して対応が可能となることなど、早急に願意は果たされるべき。

    ・梅津委員： 賛成。願意は妥当。OECD 中 23 位の状況。教育費負担を軽減す

ることにより子育て支援となる。憲法 26 条のとおり、義務教育は無償との精神

は保たれなければならない。教員のゆとりも必要である。教師の定数増は必要。

採決 
    ・挙手全員。採択すべきものと決定。 
    ・別紙、陳情審査報告案に意見なく決定とする。 
    ・別紙、意見書案に意見なく決定とする。 
  （２）協議事項 

ア 平成２６年度建設工事の発注状況について          資料２ 
・紺野総務課長から説明後、質疑を行う。 
・中野委員： 契約は順調といえるか。 
・総務課長： 順調であり予定どおりに進んでいる。 
・中野委員： 高騰しているものは。 
・総務課長： 人件費、資材等が高騰している。 
・中野委員： 懸念しているのは冬季の橋りょう工事等であるが。 
・白木水道課長： １２月発注分は、現在進めている道道との架け替えで調整事

項である。 
・梅津委員： 補正予算はあるか。 
・総務課長： １２月定例会議に、補正予算案を提案したいと考えている。 
・梅津委員： 可能であれば町内業者に発注したいが。 
・総務課長： 塗装については落札できなかった。修繕などは特殊性もあり困難

であった。 
イ 芽室町温水プール改修調査報告について           資料３  

       ・木村社会教育課長から説明後、質疑を行う。 
    ・梅津委員: 町民からの要望を聞いているか。 
    ・社会教育課長： 常に聴取している。 
    ・梅津委員： 提案はどちらから提出されたか。 
    ・社会教育課長： 設計委託会社である。 
    ・梅津委員： 建設工事の工事費は。またこれまでの修理費用は。 
    ・社会教育課長： ６億程度で建設し、１８００万円程度修理費をかけている。

    ・中野委員： 何年間プールを使用するか。 
    ・社会教育課長： ２５年間を想定している。 
    ・中野委員：２５年経過後は、さらに経費が嵩むのではないか。 
    ・社会教育課長： 確かにそう考える。 
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・西尾委員： 修理に関して性急ではないか。  
・社会教育課： 来年度にかけて議論する。平成２８年度の工事は不可である。 
３ その他 

（１） 次回委員会の開催日程について 
    平成  年  月  日（  曜）本会議終了後  

（２） その他 
 
 以上をもって委員会を閉会する。 
 

傍聴者数  一般者  ０名 報道関係者 ０名 合計 ０名

  
平成２６年９月１６日 

総務常任委員会委員長 藤森 善一郎 
 

 


